
 本別町内の校長と教頭を対象にした上記研修会では、上士幌町立上士幌小学校 校長 小堀雄二様から

「コミュニティ・スクール 立ち上げと運営」についてお話を伺いました。 

 上士幌町は、今年度からコミュニティ・スクールを実施している先進地であり、環境整備や実施までの 

過程、教育委員会・校長の姿勢や基本方針、運営の基本的な考え等、疑問になり得る事案についての説明 

を幅広くしていただきました。参加者からは、「いかに熟議が大切なのか確認することができた」「今後の 

進め方等が今まで以上にみえてきた」等の感想が聞かれました。 

また、小堀様のお話が終わってからは、勇足地区 

コミュニティ・スクール推進委員会委員長の阿部立 

勇足中学校長より、今年度から動き出した推進委員 

会の活動報告と再来年度設置に向けた次年度の基本 

的な考え方（小中連携を強く意識する、全町に情報 

発信していく等）が提示されました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

コミスク通信 
勇足地区 CS(コミュニティ・スクール)推進委員会 

2017 年 3 月６日（月）発行 第 3 号 

勇足地区コミュニティ・スクール

推進委員会は、勇足小学校・勇足中

学校で地域とともに歩む学校シス

テムをめざした委員会です。 

１ 講演会 

著書「五月になれば」が小学５年生 

の教科書に掲載されたこともあり、多 

くの作品で高い評価を受けている小樽 

在住の児童文学作家・加藤多一さんを 

講師にお迎えし「どういう子に育てま 

すか」の演題でご講話と読み聞かせを 

していただきました。 

前半は、加藤さんが今日、教育や政治について思われていることを中心に話を進められました。後半

の「はるふぶき」の読み聞かせでは、聴衆者とのやりとりの場面もあり、一枚の絵からだけでも感動す

る豊かな心を持った子どもを育むようにと投げかけられました。 

２ 研修会 

   講演会後の研修会では「勇足の子どもたちに、どんな子どもに育ってほしいですか」との質問に来 

場された方々、お一人お一人に用紙に記入してもらいました。皆様が真摯に取り組んで下さったため 

短時間にも関わらず、たくさんの貴重な意見を頂戴しました。これらのいただいたご意見は、推進委

員会で集約・精査し、地域の重要な意見として、目指す

子ども像など計画策定の指標としたり、推進計画や事

業・行事の企画運営に役立ていきます。 

      

              

              

                            

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                     

                     

文部科学省の「コミュニティ・ス

クール」に関するホームページ

もご覧ください 

・思いやりのある子ども 

・認め合える子ども 

・素直な子ども 

・地元に愛着を持てる子ども 

・強い（健康面＆精神面）子ども 

・向上心を持つ子ども 

・積極的な子ども 

・自分を表現できる子ども 

・規律を守れる子ども 

・あきらめない子ども 

本別町の「コミュニティ・スクー

ル」に関するホームページも是

非ご覧ください。 

 


